A Comparative linguistic study of responses to questions in Sinhala and Japanese by ウィラシンハ ディリニ ハサンティカ
日本語とシンハラ語の疑問文に対する応答の対照言語的研究
ウィラシンハ・ディリニ・ハサンティカ
l研究背景と目的
疑問文に対する応答の仕方は、他人との円滑なコミュニケーションを行う上で重要
な要素である。材高では、日本語とシンハラ語の 「肯定疑問文」と「否定疑問文」に
対する応答の使い方を取り上げ、それらの共通点と相違点を探ってして。
日本語の肯定疑問文に対する答えの「はしリ「し、し、え」は、シンハラ語の「ω （は
し、）」 「F印刷恰（し、いえ）」に対応しているが、否定疑問文に対する日本語の「はい」
「しW、えjは、シンハラ語の 「仰（はし、）J K即仰の、し淀川に対応していない。よ
って、筆者自身を含めシンハラ語を母語とする日本語学習者にとって、 「否定疑問
文」に答える際の 「はしリと「し、し、え」の使い分けが最初は困難である。
本稿では、日本語母語話者とシンハラ語母語話者を対象としたアンケート調査によ
って両言語の「肯定疑問文」と「否定疑問文」に対する応答の比較分析を行ない、シ
ンハラ語母語話者による日本語の疑問文に対する応答がどれ程日本語母語話者に近い
かを検言寸ずる。
2.先行研究
2. 1日本語の疑問文に対する先行研究
ここでは、日本語の疑問文に対する応答の先行研究を概説する。
久野（1タ73）は、否定疑問文に対する答えとして用いられる「ハイ」と「イイエ」の
使用について次の通り述べている。例えば、
(l)A：昨日、 学校ニ行キマセンデ、シタカ。
B: ~、行キマセンデ、シタ。 “地，Idi，出1”
.:Li三、行キマシタ。 “Yes,Idid” 
(2)A：昨日、 学校ニ行ッタンジャアリマセンカ。
B：ハイ、行キマシタ。 “Yes,Idid.” 
イイエ、行キマセンデ、シタ。 “λわ，Ididnt”
以上の例文について久野（1973）は次のように説明している。
(lA）も（2A）も共に否定疑問文であるが、 (lB）では、 「ハイ」 「イイエ」が
「No」 「Yes」に対応しているのに反して、 (2B）では「ハイ」 「イイエ」が「Yes」
「No」に対応している。重要なのは、質問が講文法上否定形になっているか否かでは
なくて、質問者が肯定形の答えを予測しているか否かである。 (lA）は、中立的で無
色なので、質問者は、被質問者が前日学校に行ったカイ子かなかったか、について全く
五分五分の予期しかしていない。この様な場合には、日本語の 「ハイJは英語の m に、
? ?
?
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「イイエ」は戸sに対応していると述べている。また、（2A）は、講文法上は否定疑問文
であるが、意味上は否定疑問文ではない。このような場合には、被質問者、 「貴方の
予想、は正ししリ 「貴方の予想、は正しくなしYの意味で「ハイj 「イイエJを使うので
あると述べている。
久野（1973）は、 「思うJの否定形で終わる疑問文は、肯定の答えを予期した質問で、
「ネ」で終わる否定疑問文は、否定の答えを予想した質問であると述べている。例え
ば、
(3) A：コレ、面白イト思イマセンカ。
B：ワンO （面白いと思います）
イヤ。 （面白いと思いません）
(4) A：勉強シテ来マセンデシタネ。
B：ハイ。 （して来ませんでした）
イイエ。 （して来ましたよ）
久野（1973）は、（48）の 「ハイ」は、 「あなたの予想（否定の答え）のとおりです」、
「イイエjは 「あなたの予想は間違いです」の意味であると指摘している。
2.2シンハラ語の疑問文に対する先行研究
ここでは、シンハラ語の疑問文に対する応答の先行研究を概説する。
Dissanayake (1992）は、肯定応答の「仰（はし、）」は、英語の 「Yes」の意味で、否定
応答の 「脱・.Jnehe（し、し、え）」の反意語であると述べている。 「肯定疑問文」に対する
応答の仕方は次の通り示している。例えば、
(5) Q J伽 mgil色i必間階的？
あなたは英語が分かりますか。
A：肯定： ou,n四巾伊制ゆ7J1ffi仰（仰＋肯定）
はい、私は英語が分かります。
否定： F間川間均拍i必官'le脱．（脱・＋否定）
いいえ、私は英語が分かりません。
Kann凶lake(l朔）は、否定疑問に対する答えは、文末は肯定で、あっても否定で、あって
もシンハラ語で、は、 「脱畑he（し、し、え） 」の否定応答詞で始まると述べている。例え
は、
(6) Q:eek出戸l間ぬ？
その店にはココナツはありませんか／はないですか？
A：雌：，eekalepJl脱：
いいえ、あの店にはココナツはありませんO
Y脱：，eek成戸lめ初制叫
いいえ、あの店にはココナツはあります。
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3.調査概要
日本語母語話者（10人）と日本語能力試験3級レベルのシンハラ語母語話者の日本語学
習者（10人）を対象とした、同一内容の日本語とシンハラ語のアンケート調査によって、
デ、ー タの収集を行った。シンハラ語母語話者の日本語学習者には、日本語とシンハラ
語の二つのアンケートを記入してもらった。
アンケートの日本語の質問は次の通りである。
以下の文の答えとして最も適当なものを1～4の中から選び、 0をつけてくださ
し、。
1. 「肯定疑問文J
①昨日、学校に行きましたか。
（刊行った場合： 1.はい、行きました。
2.はい、行きませんでした。
3.いいえ、行きました。
4.いいえ、行きませんでした。
(B）行かなかった場合： 1.はい、行きました。
2.はい、行きませんでした。
3.いいえ、行きました。
4.いいえ、行きませんでした。
2. 「否定疑問文」
②昨日、朝交に行きませんで、したか。
(A）行った場合： 1. はい、行きました。
2.はい、行きませんでした。
3.いいえ、行きました。
4.いいえ、行きませんでした。
(B）行かなかった場合： 1.はい、行きました。
2.はい、行きませんでした。
3.いいえ、行きました。
4.いいえ、行きませんでした。
??
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アンケートの「1.肯定疑問文」と「2.否定疑問文」の調査結果は、次ように集計
した。
1.はい、行きました。 （はい＋肯定）は Cv＋刊で表す。
2. はい、行きませんでした。 （はし＼＋否定）は（Y+N）で表す。
3.いいえ、行きました。 （し、いえ＋肯定）は（N+P）で表す。
4.いいえ、行きませんで、した。 （し、いえ＋否定）は（N+N）で表す。
(Y=Yes、N=No、P=P，団組ve、N=N噂必ve)
4.結果と考察
4. 1「肯定疑問文」の場合
以下の図1は、 「肯定疑問文」に対する日本語母語話者とシンハラ語母語話者のアン
ケートの結果を示したものである。
図1：肯定疑問文に対する応答
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図1：別＝日本語母語話者の回答
SL=J シンハラ語話者日本語学習者の日本語の肯定疑問文に対する回答
SL=S シンハラ語母語話者日本語学習者のシンハラ語の肯定疑問文に対す
る回答
。?? ?
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図1を見れば分かるように、 「肯定疑問文」に対する応答では、日本語母語話者と
シンハラ語母語話者の日本語学習者の日本語とシンハラ語の回答は同一で、ある。日本
語の肯定疑問文の「行った場合」は、日本人と学習者の10人とも（はし＼＋肯定／Y+
P）を選択している。 「行かなかった場合jは、日本人と学習者の 10人とも（し、い
え＋否定／N+N）を選択している。シンハラ語の肯定疑問文の「行った場合」は、
学習者の 10人とも（はい＋肯定／Y+P）を選択し、 「行かなかった場合jは学習者
の10人とも（し、いえ＋否定／N+N）を選択している。
従って、日本語とシンハラ語では同様に「昨日、朝交に行きましたか。」とし、う肯
定疑問文に対して「行った場合」は「はい、行きました（はい＋肯定）」で、 「行か
なかった場合Jは「し、し、え、行きませんでした（し、いえ＋否定）」で答えている。ま
た、シンハラ語母語話者の日本語学習者の10人とも母語の使用と同様な肯定疑問文の
答えを正しく選択している。
4.2「否定疑問文」の場合
以下の図2は、 「否定疑問文」に対する日本語母語話者とシンハラ語母語話者のアン
ケ トーの結果を示したものである。
図2：否定疑問文Lこ対する応答
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図2:JN＝日本語母語話者の回答
SL=J シンハラ語母語話者日本語学習者の日本語の否定疑問文に対する
回答
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SL=S シンハラ語母語話者日本語学習者のシンハラ語の肯定疑問文に対
する回答
図2を見れば分かるように、 「「否定疑問文」に対する応答では、 「行った場合」
は日本語話者では、 10人とも「しw、え＋肯定（N+P)Jを選択し、 「行かなかった
場合」は、 10人とも「はい＋否定（Y+N)Jを選択している。日本語の否定疑問文
の 「行った場合」は、シンハラ語母語話者の学習者の10人のうち6人は（はい＋肯定
/Y+P）を選択している。残りの4人は 「しw、え＋肯定（N+P)Jを選択している。
日本語の否定疑問文の「行かなかった場合」は、学習者の 10人のうち8人は（し、し、
え＋否定／N+N）を選択し、 2人は 「はし＼＋否定 （Y+N）」 を選択している。
シンハラ語の否定疑問文の「行った場合」は、 学習者の7人は （し1し＼え＋否定／N
+N）を選択し、 3人は （はい＋肯定／Y+P）を選択している。スリランカの第二言
語として使われている英語の影響を受けて10人のうち3人は（はい＋肯定／Y+P)
を選択したと思われる。シンハラ語の否定疑問文の 「行かなかった場合jは学習者
の10人とも（し、いえ十否定／N十N）を選択している。
日本語では、 「昨日、判交に行きませんでしたか」としづ否定疑問文に対して「行
った場合Jは 「しW、え、行きました（し、いえ＋肯定） 」で、 「行かなかった場合」は
「はい、行きませんでした（はい十否定）」である。シンハラ語で、は、 「行った場
合」は日本語と同様に 「し、し、え、行きました（し、いえ＋肯定） 」で、 「行かなかった
場合」は英語と同様に 「しW、え、行きませんでした（し、いえ＋否定） Jである。
「否定疑問文の場合」日柄吾では、相手が否定の答えを期待しているか肯定の答え
を期待しているかによって答えている。シンハラ語で、は、文頭の応答詞の「はし、」
「し、し、えjよりも、文末の行ったか行かなかったかとし、う事実に重点をおいて答えて
し、る。
シンハラ語話者の日本語学習の否定疑問に対する回答を見ると、シンハラ語で、は、
「行った場合」日本語同様に「し、し、え、行きました（し、し、え＋肯定」である
のに、多くの学習者は「はい、行きました（はい＋肯定）を選択している。シンハラ
語では、疑問文は肯定で、あっても否定で、あっても「はし、」とか 「しW、え」を使わない
で、文末の事実に重点をおいて答えるのが一般的である。それで、学習者も 「行った
場合Jは文末の肯定に注目 して肯定疑問文の回答と同様な（はし、＋肯定）を選択した
と考えられる。日本語の否定疑問文の 「行かなかった場合Jも文末に注目している
ことと母語のシンハラ語と第二言語の英語は「し、いえ、行きませんでした（し、し、ぇ
＋否定） Jであるため、学習者の10人のうち8人とも（し、いえ＋否定／N+N）を選
択したと思われる。
スリランカでは、 小学校の1年から第二言苦として英語を学び、日；材吾を教える
スリランカ人の教師もシンハラ語か英語の訳を使し、ながら日本語を教えているため、
学習者にとって日本語の否定疑問文の応答の仕方が困難になると考えられる。
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5.まとめ
日本語母語話者とシンハラ語母語話者の日本語学習を対象としたアンケートの結果
分析によって、日本語とシンハラ語の疑問文に対する応答の共通点と相違点が分かつ
た。日本語とシンハラ語の 「肯定疑問文jに対する応答の答え方は同一であるのに
「否定疑問文Jに対する応答の答え方が異なる。そのために、シンハラ語母語話者
の日本語学習にとっては、母語の影響で否定疑問文に対する応答の誤用が起こる可
能性が高いと考えられる。このような誤用が起こる要因を把握し、否定疑問文に対
する応答の練習に重点を置き、様々な指導法の工夫により、効率的に習得させるこ
とが、シンハラ語母語話者を教える日本語教師に求められる。
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